
御
墳
印
と
は

御
墳
印
の
集
め
方

王
寺
町

御
墳
印
は
ここ
で
も
ら
え
ま
す

す
む
・
奈
良
・
ほ
っ
か
つ
！

推
進
協
議
会

ほ
っ
か
つ（
北
葛
城
郡
）の

4つ
の
町
で
御
墳
印
が
も
ら
え
ま
す
。

各
町
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

王
寺
町
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

王
寺
町
観
光
協
会

TE
L 
07
45
- 7
3-
20
01

TE
L 
07
45
-3
3-
66
68

上
牧
町
　
企
画
財
政
課

TE
L 
07
45
- 7
6-
10
01

広
陵
町
　
総
合
政
策
課

TE
L 
07
45
- 5
5-
10
01

河
合
町
　
政
策
調
整
課

TE
L 
07
45
- 5
7-
02
00

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

三
重
県

三
重
県

和
歌
山
県

滋
賀
県

ほ
っ
か
つ
の
歴
史
文
化
資
源
を
め
ぐっ
て

御
墳
印
を
集
め
よ
う！

御
墳
印
帖
　
表
紙

王
寺
町

河
合
町

上
牧
町

広
陵
町

①
御
墳
印
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
古
墳
や
社
寺
な
ど
の
史
跡

を
訪
れ
て
、
特
徴
が
わ
か
る
よ
う
に
ス
マ
ホ
な
ど
で
写
真

を
撮
影
。

②
各
町
指
定
の
施
設
で
写
真
や
ス
マ
ホ
画
面
を
見
せ
る
。

③
書
き
置
き
の
御
墳
印
を
ゲ
ッ
ト
！

※
各
施
設
で
は
、
そ
の
町
内
の
御
墳
印
の
み
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
写
真
を
撮
っ
て
か
ら
御
墳
印
を
も
ら
う
ま
で
の
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

御
墳
印
（
１
枚
）
10
0円

オ
リ
ジ
ナ
ル
御
墳
印
帖
（
１
冊
）
1,
00
0円

〒
63
6-
00
03
 奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
久
度
２
丁
目
2-
1-
50
1

上
牧
町

上
牧
町
文
化
セ
ン
タ
ー

TE
L 
07
45
-7
8-
99
00

〒
63
9-
02
14
 奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧
32
41

広
陵
町

広
陵
町
文
化
財
保
存
セ
ン
タ
ー

TE
L 
07
45
-5
5-
10
01

〒
63
5-
85
15
 奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
南
郷
58
3番
地
1

（
広
陵
町
役
場
の
敷
地
内
。庁
舎
と
別
館
）

広
陵
町
立
図
書
館

〒
63
5-
08
21
 奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
三
吉
39
6番
地
１

河
合
町

河
合
町
中
央
公
民
館

（
近
鉄
池
部
駅
す
ぐ
  馬
見
丘
陵
公
園
緑
道
入
口
横
）

TE
L 
07
45
-5
7-
22
71

〒
63
6-
00
53
 奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
町
池
部
２
丁
目
13
-1

「
ほ
っ
か
つ
」
と
呼
ば
れ
る
奈
良
県
北
葛
城
郡
は
、
明
治

30
年
（
18
97
）
に
葛
下
郡
・
広
瀬
郡
が
合
併
す
る
か
た
ち

で
誕
生
し
ま
し
た
。
古
く
は
葛
城
氏
の
関
わ
る
地
域
と
さ

れ
、
数
多
く
の
古
墳
や
社
寺
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
飛
鳥
・
奈

良
時
代
に
は
敏
達
天
皇
系
王
族
の
経
済
基
盤
で
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
も
豊
か
で
、
生
活
に
必
要
な
商
業
施
設
も

多
く
、
大
阪
市
内
へ
は
電
車
で
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
地
域

で
す
。

き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん 詳
しく
は
こ
ち
ら
か
ら

神
戸
三
宮
駅
 ⇒
 阪
神
本
線
快
速
急
行
 ⇒
 西
九
条
駅
 ⇒
 JR
大
和
路
快
速
 ⇒

約
70
分

神
戸
か
ら

天
王
寺
駅
 ⇒
 JR
大
和
路
快
速
 ⇒

JR
難
波
駅
 ⇒
 JR
関
西
本
線
快
速
 ⇒

大
阪
駅
 ⇒
 JR
大
和
路
快
速
 ⇒

約
17
分

京
都
駅
 ⇒
 JR
み
や
こ
路
快
速
 ⇒
 奈
良
駅
 ⇒
 JR
関
西
本
線
快
速
 ⇒

約
70
分

約
27
分

約
34
分

近
鉄
・
JR「
王
寺
」駅
へ
行
く
に
は

大
阪
か
ら

京
都
駅
 ⇒
 近
鉄
京
都
線
急
行
 ⇒
 大
和
西
大
寺
駅
 ⇒
 近
鉄
奈
良
線
 ⇒

　
　
　
　
  生
駒
駅
 ⇒
 近
鉄
生
駒
線
 ⇒

約
83
分

京
都
か
ら

王 寺 駅

※
交
通
所
要
時
間
は
日
中
平
常
時
の
も
の
で
、時
間
帯
に
よ
り
乗
継
な
ど
で
多
少
異
な
り
ま
す
。

近
鉄「
五
位
堂
」駅
へ
行
く
に
は

天
王
寺
駅
 ⇒
 JR
大
阪
環
状
線
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

大
阪
難
波
駅
 ⇒
 近
鉄
奈
良
線
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

大
阪
駅
 ⇒
 JR
大
阪
環
状
線
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

約
32
分

約
34
分

約
44
分

大
阪
か
ら

京
都
駅
 ⇒
 近
鉄
京
都
線
急
行
 ⇒
 大
和
八
木
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

約
80
分

京
都
か
ら

神
戸
三
宮
駅
 ⇒
 阪
神
本
線
快
速
急
行
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

約
67
分

神
戸
か
ら

五 位 堂 駅

主
要
都
市
か
ら「
ほ
っ
か
つ
」へ
の
ア
ク
セ
ス

生
駒

久
宝
寺

弁
天
町西
九
条

新
今
宮

本
町

鶴
橋

堺

俊
徳
道

森
ノ
宮

京
橋

柏
原

放
出

大
阪
阿
倍
野
橋

和
歌
山

長
田

高
井
田
中
央

河
内
永
和

大
阪
難
波

天
王
寺

京
　
都

大
和
西
大
寺

大
阪
/梅
田

近
鉄
奈
良

奈
良

JR
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線

阪
神
な
ん
ば
線

近
鉄
京
都
線

近
鉄
橿
原
線

近
鉄
田
原
本
線

近
鉄
田
原
本
線

近
鉄
大
阪
線

近
鉄
長
野
線

近
鉄
道
明
寺
線

近
鉄
南
大
阪
線

JR
奈
良
線

JR
関
西
本
線

JR
ま
ほ
ろ
ば
線

（
桜
井
線
）

JR
大
和
路
線

JR
阪
和
線

JR
大
阪
環
状
線

JR
東
西
線

地
下
鉄

御
堂
筋
線

南
海
本
線

地
下
鉄

中
央
線

JR
お
お
さ
か
東
線

JR
お
お
さ
か
東
線

JR
神
戸
線

近
鉄
生
駒
線

近
鉄
奈
良
線

ほ
っ
か
つ
エ
リ
ア

平
端

天
理

大
津

木
津

加
茂 名
張

高
田

橿
原
神
宮
前

古
市

鳳

尼
崎

亀
山

草
津

田
原
本

河
内
国
分

道
明
寺

三
ノ
宮

郡
山

桜
井

大
輪
田

大
輪
田
佐
味
田
川

佐
味
田
川

畠
田
畠
田

志
都
美

志
都
美

J
R
五
位
堂

J
R
五
位
堂

池
部
池
部

箸
尾
箸
尾

但
馬
但
馬

黒
田
黒
田

王
寺

新
王
寺

五
位
堂

大
和
八
木

新
 大
 阪

JR
王
寺
駅
す
ぐ

 リ
ー
ベ
る
王
寺
東
館
５
階

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル

事
務
所

上
牧
町
役
場
本
庁
２
階

TE
L 
07
45
-7
6-
10
01

〒
63
9-
02
93
 奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧
33
50

企
画
財
政
課

ま
た
は
社
会
教
育
課

御
朱
印
な
ら
ぬ
御
墳
印

国
指
定
史
跡
の
古
墳
や
出
土
品
、
記
紀
万
葉
ゆ
か
り
の
地
な
ど
、

北
葛
城
郡
を
め
ぐ
っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
印
を

集
め
よ
う
！

古
墳
石
室
の
石
積
み
、
出
土
瓦
の
割
れ
目
な
ど
再
現
に
こ
だ

わ
っ
た
印
の
ほ
か
、
銅
鏡
や
仏
像
な
ど
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
印

が
た
く
さ
ん
。

き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん

人
口
　
９
７
，７
０
４
人

面
積
　
３
７
．６
８
㎢

人
口
密
度
　
２
，５
９
２
人
／
㎢

基
準
日（
令
和
5年
3月
31
日
）

・
上
牧
町
　
6.
14
㎢
　
人
口
　
21
,5
18
人

・
王
寺
町
　
7.
01
㎢
　
人
口
　
23
,9
78
人

・
広
陵
町
　
16
.3
㎢
　
人
口
　
35
,2
22
人

・
河
合
町
　
8.
23
㎢
　
人
口
　
16
,9
86
人

奈
良
県
北
葛
城
郡

き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん

ほ
っ
か
つ

マ
ッ
プ

す
む
・
奈
良
・
ほ
っ
か
つ
！
推
進
協
議
会

王
寺
町

上
牧
町

広
陵
町

河
合
町

御
墳
印
と
は

御
墳
印
の
集
め
方

王
寺
町

御
墳
印
は
ここ
で
も
ら
え
ま
す

す
む
・
奈
良
・
ほ
っ
か
つ
！

推
進
協
議
会

ほ
っ
か
つ（
北
葛
城
郡
）の

4つ
の
町
で
御
墳
印
が
も
ら
え
ま
す
。

各
町
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

王
寺
町
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

王
寺
町
観
光
協
会

TE
L 
07
45
- 7
3-
20
01

TE
L 
07
45
-3
3-
66
68

上
牧
町
　
企
画
財
政
課

TE
L 
07
45
- 7
6-
10
01

広
陵
町
　
総
合
政
策
課

TE
L 
07
45
- 5
5-
10
01

河
合
町
　
政
策
調
整
課

TE
L 
07
45
- 5
7-
02
00

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

三
重
県

三
重
県

和
歌
山
県

滋
賀
県

ほ
っ
か
つ
の
歴
史
文
化
資
源
を
め
ぐっ
て

御
墳
印
を
集
め
よ
う！

御
墳
印
帖
　
表
紙

王
寺
町

河
合
町

上
牧
町

広
陵
町

①
御
墳
印
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
古
墳
や
社
寺
な
ど
の
史
跡

を
訪
れ
て
、
特
徴
が
わ
か
る
よ
う
に
ス
マ
ホ
な
ど
で
写
真

を
撮
影
。

②
各
町
指
定
の
施
設
で
写
真
や
ス
マ
ホ
画
面
を
見
せ
る
。

③
書
き
置
き
の
御
墳
印
を
ゲ
ッ
ト
！

※
各
施
設
で
は
、
そ
の
町
内
の
御
墳
印
の
み
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
写
真
を
撮
っ
て
か
ら
御
墳
印
を
も
ら
う
ま
で
の
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

御
墳
印
（
１
枚
）
10
0円

オ
リ
ジ
ナ
ル
御
墳
印
帖
（
１
冊
）
1,
00
0円

〒
63
6-
00
03
 奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
久
度
２
丁
目
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1-
50
1

上
牧
町

上
牧
町
文
化
セ
ン
タ
ー

TE
L 
07
45
-7
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00

〒
63
9-
02
14
 奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧
32
41

広
陵
町

広
陵
町
文
化
財
保
存
セ
ン
タ
ー

TE
L 
07
45
-5
5-
10
01

〒
63
5-
85
15
 奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
南
郷
58
3番
地
1

（
広
陵
町
役
場
の
敷
地
内
。庁
舎
と
別
館
）

広
陵
町
立
図
書
館

〒
63
5-
08
21
 奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
大
字
三
吉
39
6番
地
１

河
合
町

河
合
町
中
央
公
民
館

（
近
鉄
池
部
駅
す
ぐ
  馬
見
丘
陵
公
園
緑
道
入
口
横
）

TE
L 
07
45
-5
7-
22
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〒
63
6-
00
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 奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
町
池
部
２
丁
目
13
-1

「
ほ
っ
か
つ
」
と
呼
ば
れ
る
奈
良
県
北
葛
城
郡
は
、
明
治

30
年
（
18
97
）
に
葛
下
郡
・
広
瀬
郡
が
合
併
す
る
か
た
ち

で
誕
生
し
ま
し
た
。
古
く
は
葛
城
氏
の
関
わ
る
地
域
と
さ

れ
、
数
多
く
の
古
墳
や
社
寺
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
飛
鳥
・
奈

良
時
代
に
は
敏
達
天
皇
系
王
族
の
経
済
基
盤
で
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
も
豊
か
で
、
生
活
に
必
要
な
商
業
施
設
も

多
く
、
大
阪
市
内
へ
は
電
車
で
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
な
地
域

で
す
。

き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん 詳
しく
は
こ
ち
ら
か
ら

神
戸
三
宮
駅
 ⇒
 阪
神
本
線
快
速
急
行
 ⇒
 西
九
条
駅
 ⇒
 JR
大
和
路
快
速
 ⇒

約
70
分

神
戸
か
ら

天
王
寺
駅
 ⇒
 JR
大
和
路
快
速
 ⇒

JR
難
波
駅
 ⇒
 JR
関
西
本
線
快
速
 ⇒

大
阪
駅
 ⇒
 JR
大
和
路
快
速
 ⇒

約
17
分

京
都
駅
 ⇒
 JR
み
や
こ
路
快
速
 ⇒
 奈
良
駅
 ⇒
 JR
関
西
本
線
快
速
 ⇒

約
70
分

約
27
分

約
34
分

近
鉄
・
JR「
王
寺
」駅
へ
行
く
に
は

大
阪
か
ら

京
都
駅
 ⇒
 近
鉄
京
都
線
急
行
 ⇒
 大
和
西
大
寺
駅
 ⇒
 近
鉄
奈
良
線
 ⇒

　
　
　
　
  生
駒
駅
 ⇒
 近
鉄
生
駒
線
 ⇒

約
83
分

京
都
か
ら

王 寺 駅

※
交
通
所
要
時
間
は
日
中
平
常
時
の
も
の
で
、時
間
帯
に
よ
り
乗
継
な
ど
で
多
少
異
な
り
ま
す
。

近
鉄「
五
位
堂
」駅
へ
行
く
に
は

天
王
寺
駅
 ⇒
 JR
大
阪
環
状
線
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

大
阪
難
波
駅
 ⇒
 近
鉄
奈
良
線
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

大
阪
駅
 ⇒
 JR
大
阪
環
状
線
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

約
32
分

約
34
分

約
44
分

大
阪
か
ら

京
都
駅
 ⇒
 近
鉄
京
都
線
急
行
 ⇒
 大
和
八
木
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

約
80
分

京
都
か
ら

神
戸
三
宮
駅
 ⇒
 阪
神
本
線
快
速
急
行
 ⇒
 鶴
橋
駅
 ⇒
 近
鉄
大
阪
線
急
行
 ⇒

約
67
分

神
戸
か
ら

五 位 堂 駅

主
要
都
市
か
ら「
ほ
っ
か
つ
」へ
の
ア
ク
セ
ス

生
駒

久
宝
寺

弁
天
町西
九
条

新
今
宮

本
町

鶴
橋

堺

俊
徳
道

森
ノ
宮

京
橋

柏
原

放
出

大
阪
阿
倍
野
橋

和
歌
山

長
田

高
井
田
中
央

河
内
永
和

大
阪
難
波

天
王
寺

京
　
都

大
和
西
大
寺

大
阪
/梅
田

近
鉄
奈
良

奈
良

JR
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線

阪
神
な
ん
ば
線

近
鉄
京
都
線

近
鉄
橿
原
線

近
鉄
田
原
本
線

近
鉄
田
原
本
線

近
鉄
大
阪
線

近
鉄
長
野
線

近
鉄
道
明
寺
線

近
鉄
南
大
阪
線

JR
奈
良
線

JR
関
西
本
線

JR
ま
ほ
ろ
ば
線

（
桜
井
線
）

JR
大
和
路
線

JR
阪
和
線

JR
大
阪
環
状
線

JR
東
西
線

地
下
鉄

御
堂
筋
線

南
海
本
線

地
下
鉄

中
央
線

JR
お
お
さ
か
東
線

JR
お
お
さ
か
東
線

JR
神
戸
線

近
鉄
生
駒
線

近
鉄
奈
良
線

ほ
っ
か
つ
エ
リ
ア

平
端

天
理

大
津

木
津

加
茂 名
張

高
田

橿
原
神
宮
前

古
市

鳳

尼
崎

亀
山

草
津

田
原
本

河
内
国
分

道
明
寺

三
ノ
宮

郡
山

桜
井

大
輪
田

大
輪
田
佐
味
田
川

佐
味
田
川

畠
田
畠
田

志
都
美

志
都
美

J
R
五
位
堂

J
R
五
位
堂

池
部
池
部

箸
尾
箸
尾

但
馬
但
馬

黒
田
黒
田

王
寺

新
王
寺

五
位
堂

大
和
八
木

新
 大
 阪

JR
王
寺
駅
す
ぐ

 リ
ー
ベ
る
王
寺
東
館
５
階

ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル

事
務
所

上
牧
町
役
場
本
庁
２
階

TE
L 
07
45
-7
6-
10
01

〒
63
9-
02
93
 奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧
33
50

企
画
財
政
課

ま
た
は
社
会
教
育
課

御
朱
印
な
ら
ぬ
御
墳
印

国
指
定
史
跡
の
古
墳
や
出
土
品
、
記
紀
万
葉
ゆ
か
り
の
地
な
ど
、

北
葛
城
郡
を
め
ぐ
っ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
印
を

集
め
よ
う
！

古
墳
石
室
の
石
積
み
、
出
土
瓦
の
割
れ
目
な
ど
再
現
に
こ
だ

わ
っ
た
印
の
ほ
か
、
銅
鏡
や
仏
像
な
ど
の
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
印

が
た
く
さ
ん
。

き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん

人
口
　
９
７
，７
０
４
人

面
積
　
３
７
．６
８
㎢

人
口
密
度
　
２
，５
９
２
人
／
㎢

基
準
日（
令
和
5年
3月
31
日
）

・
上
牧
町
　
6.
14
㎢
　
人
口
　
21
,5
18
人

・
王
寺
町
　
7.
01
㎢
　
人
口
　
23
,9
78
人

・
広
陵
町
　
16
.3
㎢
　
人
口
　
35
,2
22
人

・
河
合
町
　
8.
23
㎢
　
人
口
　
16
,9
86
人

奈
良
県
北
葛
城
郡

き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん

ほ
っ
か
つ

マ
ッ
プ

す
む
・
奈
良
・
ほ
っ
か
つ
！
推
進
協
議
会

王
寺
町

上
牧
町

広
陵
町

河
合
町

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

王
寺
町
の
御
墳
印

河
合
町
の
御
墳
印

上
牧
町
の
御
墳
印

広
陵
町
の
御
墳
印

❽
 雪
丸
塚

達
磨
寺
に
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
雪
丸
は
聖
徳
太
子
の
愛
犬

で
、
今
も
本
堂
下
に
あ
る
達
磨
大
師

の
墓
の
北
東
に
葬
る
よ
う
遺
言
し
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
雪
丸
の
墓

と
さ
れ
る
の
が
達
磨
寺
1号
墳
で
、

か
つ
て
は
古
墳
の
石
室
の
前
に
雪
丸

像
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

❼
 明
神
山

西
安
寺
跡
（
舟
戸
神
社
）

標
高
273.6m

。
王
寺
町
の
西
端
に
あ
り
、
奈
良

盆
地
の
み
な
ら
ず
聖
徳
太
子
が
通
っ
た
筋
違
道

や
明
石
海
峡
大
橋
の
ほ
か
、
5つ
の
世
界
遺
産

を
見
渡
せ
る
絶
景
の
地
。
低
い
山
な
の
で
、
仲

間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

飛
鳥
時
代
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
の
遺
跡
で
す
。

塔
や
金
堂
、回
廊
の
遺
構
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
て
お
り
、今
の
舟
戸
神
社
に
お
寺
の
中

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。大
和
川

に
近
く
、交
通
の
要
地
に
つ
く
ら
れ
た
寺
院
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
す
。

主
郭
、地
蔵
横
看
板
に
あ
る「
再
現

ス
ポ
ッ
ト
」に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す

と
、C
G
で
再
現
さ
れ
た
か
つ
て
の

片
岡
城
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
！

ぜ
ひ
現
地
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

❻
 畠
田
古
墳

直
径
15メ

ー
ト
ル
、高
さ
4メ
ー
ト
ル
以
上
の
円

墳
で
、横
穴
式
石
室
を
も
っ
て
い
ま
す
。背
後
の

斜
面
を
カ
ッ
ト
し
て
墳
丘
を
か
た
ち
づ
く
り
、前
面

は
外
護
列
石
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。銅
芯
金
張
り

の
耳
環（
金
環
）が
出
土
し
、須
恵
器
な
ど
か
ら
7

世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。石
室
に
は
、中
世
の
人
々
が
祈
り
の
た
め
に

刻
ん
だ
と
思
わ
れ
る
神
像
が
あ
り
ま
す
。

10
 桜
峠

〈
万
葉
集
〉 　
あ
し
ひ
き
の

              山
の
間
照
ら
す
桜
花

              こ
の
春
雨
に
散
り
ゆ
か
む
か
も

    
桜
峠
は
、三
輪
か
ら
大
阪
に
至
る
古
く
か
ら
の

主
要
道
路
に
あ
る
峠
。江
戸
時
代
の『
大
和
志
』

に
は「
櫻
嶺
」と
記
さ
れ
て
お
り
、古
今
を
問
わ

ず
桜
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

❾
 廣
瀬
川
（
現
大
和
川
）

　
  ・ 川
合
浜

〈
万
葉
集
〉　
廣
瀬
川

　
　
　
　
　
 袖
つ
く
ば
か
り
浅
き
を
や

              心
深
め
て
わ
が
思
へ
る
ら
む

川
合
浜
は
古
代
よ
り
廣
瀬
川（
現
在
の
大
和

川
）と
多
く
の
川
が
交
わ
る
奈
良
盆
地
の
水
運

の
要
衝
で
し
た
。万
葉
の
時
代
に
も
、こ
の
場

所
で
人
の
往
来
の
中
様
々
な
ド
ラ
マ
が
起
こ
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

❶
 片
岡
城
跡

「
今
、
蘇
る
！
戦
国
時
代
の
片
岡
城
」

織
田
信
長
の
一
代
記
で
あ
る『
信
長
公

記
』に
登
場
す
る
戦
国
時
代
の
山
城
。 

馬
見
丘
陵
の
最
高
所
に
、地
元
の
豪
族

片
岡
国
春
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、松
永
久
秀
の
攻
略
に
よ
り
、 松

永
方
の
城
と
な
り
ま
す
。
天
正
5
年

（
1577）、松

永
久
秀
が
織
田
信
長
に
謀

反
を
起
し
た
こ
と
に
よ
り
、片
岡
城
で
は

織
田
方
の
明
智
光
秀
・
細
川
藤
孝
父

子
・
筒
井
順
慶
ら
有
力
武
将
と
松
永
方

と
の
戦
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
 。

県
指
定
史
跡
。

全
長
約
45ｍ

の
帆
立
貝
形
古
墳
。周
囲
に
馬
蹄

形
の
周
濠
と
外
堤
が
巡
り
ま
す
。後
円
部
に
は

円
筒
・
朝
顔
形
埴
輪
が
列
べ
ら
れ
、墳
頂
部
に

は
家
・
蓋
・
短
甲
形
埴
輪
も
立
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。古
墳
時
代
中
期
後
葉
の
築
造
。現
在
は
復

元
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
史
跡
。　

馬
見
丘
陵
の
奥
部
に
あ
る
直
径
48～

60m
の
大

型
円
墳
。墳
丘
は
三
段
築
成
で
、二
段
目
に
大
型

横
穴
式
石
室
が
開
口
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
後
期
後
葉
の
築
造
で
、舒
明
天
皇
の

父
で
あ
る
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
成
相
墓
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
史
跡
。

葛
下
川
流
域
を
見
下
ろ
す
大
阪
方
面
へ
の
眺
め

が
よ
い
丘
陵
上
の
 8 基

の
古
墳
群
 。古
墳
時
代

初
頭
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
築
か
れ
ま
し
た
 。 

最
古
の
 3 号

墳
副
葬
の
中
国
鏡
と
鉄
製
武
器
は
 

「
 奈
良
県
指
定
文
化
財
 」 。 飛

鳥
時
代
に
は
大
型

横
穴
式
石
室
を
も
つ
 2 号

墳
が
あ
り
 、 こ
の
地

域
の
有
力
王
家
に
か
か
わ
る
古
墳
と
考
え
ら
れ

ま
す
 。

❷
 上
牧
久
渡
古
墳
群

国
指
定
史
跡
。

5世
紀
後
半
築
造
の
三
段
築
造
の
前

方
後
円
墳
。墳
丘
全
長
は
197m

、同
時
期
で
は
奈
良
盆
地
最
大
級
の
古
墳
。

遺
物
は
円
筒
埴
輪
、朝
顔
型
埴
輪
、家

形
埴
輪
の
円
柱
部
分
に
小
型
の
盾
を

つ
け
た
も
の
、盾
形
埴
輪
、蓋
形
埴
輪
、

須
恵
器
模
倣
土
師
器
な
ど
。

合
わ
せ
て
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

❺
 巣
山
古
墳

王
寺
町
は
、明
治
23年（

1890）に
奈
良
県
初
の
鉄
道
と
な
る
王

寺
・
奈
良
間
が
開
通
し
、以
来
、鉄
道
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。王
寺
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、山
に
囲
ま
れ
た
奈
良
盆
地

を
最
も
出
入
り
し
や
す
い
大
和
川
が
流
れ
て
い
る
か
ら
で
、交
通

の
要
所
と
し
て
飛
鳥
時
代
に
は
片
岡
王
寺
や
西
安
寺
が
創
建
さ
れ

ま
し
た
。貴
重
な
文
化
財
が
多
く
あ
る
達
磨
寺
は
、聖
徳
太
子
が
達

磨
大
師
と
出
会
い
、助
け
、埋
葬
し
た
こ
と
を
由
緒
に
す
る
寺
院
で
、

低
い
山
な
が
ら
360度

の
絶
景
が
楽
し
め
る
明
神
山
か
ら
は
、5つ

の
世
界
遺
産
が
見
渡
せ
ま
す
。

上
牧
町
は
、
馬
見
丘
陵
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る
丘
の
町
で
す
。
古
代

に
は
宮
廷
の
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
の
ど
か
な

情
景
が
広
が
る
一
方
で
、
中
世
に
は
織
田
信
長
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し

た
松
永
久
秀
の
片
岡
城
を
攻
め
る
た
め
、
明
智
光
秀
や
筒
井
順
慶
ら
が

戦
国
絵
巻
を
繰
り
広
げ
た
と
さ
れ
る
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
丘
陵
地
帯
を
生
か
し
た
田
園
風
景

が
広
が
り
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
四
季
の
彩
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
自
然
の
豊
か
さ
と
、
大
規
模
商
業
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
充
実
し

た
都
市
機
能
を
兼
ね
備
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
 。

河
合
町
の
歴
史
は
古
く
、
約
15000年

前
の
旧
石
器
時
代
に

人
々
の
生
活
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
縄
文
時
代
以
降
各
時
代

の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
和
川
水
運
の
要
衝
と
し

て
栄
え
、
明
治
以
降
に
は
、
果
樹
栽
培
と
そ
の
商
品
化
や

灌
漑
水
路
網
の
実
現
な
ど
、
進
ん
だ
農
業
が
営
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
歴
史
遺
産
と
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
の
中

で
、
大
都
市
圏
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
住
宅
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
ま
す
。

河
合
町
で
は
全
部
で
20種

類
の
御
墳
印
が
あ
り
ま
す
。

広
陵
町
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
始
め
、
古
墳
時
代

に
は
西
部
丘
陵
地
帯
に
馬
見
古
墳
群
が
造
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
も

百
済
寺
、
与
楽
寺
、
大
福
寺
、
南
郷
環
濠
集
落
、
箸
尾
城
な
ど
各

時
代
の
文
化
財
が
多
く
あ
り
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
指
定
文
化
財
の
立
山
祭
や
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い

る
戸
閉
祭
を
は
じ
め
と
す
る
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
に

根
ざ
し
た
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
優
れ
た
居
住
環
境
、
大
都
市
に
近
接
す

る
立
地
条
件
等
を
活
か
し
、
町
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
の
推
進
、

企
業
・
商
業
施
設
の
誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
牧
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

王
寺
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

広
陵
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

河
合
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

新
山
古
墳

陵
墓
参
考
地
。

全
長
約
1
2
6
ｍ
の
前
方
後
方
墳
。
明
治
1
8
年

(1885)に
後
方
部
中
央
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
玉

類
、石
製
腕
飾
類
、石
製
模
造
品
、金
銅
製
帯
金

具
、鏡
34面

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。古
墳
時
代
前

期
中
葉
の
築
造
で
、馬
見
古
墳
群
で
最
初
に
造
ら

れ
た
大
型
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

や
っ
て
み
よ
う
！

11
 大
塚
山
古
墳

お
お
つ
か
や
ま

国
指
定
史
跡
。

5世
紀
初
頭
の
築
造
と
さ
れ
る
全
長

105m
 の
前
方
後
円
墳
。東
側
半
分
を

葺
石
と
埴
輪
の
当
時
の
姿
に
復
元
し

て
お
り
、西
側
半
分
の
現
在
の
姿
と
を

古
墳
頂
上
か
ら
同
時
に
見
比
べ
ら
れ

る
全
国
で
も
珍
し
い
古
墳
。

12
 ナ
ガ
レ
山
古
墳

国
特
別
史
跡
。

馬
見
丘
陵
の
中
央
部
に
位
置
す
る
北
向
き
の

大
型
前
方
後
円
墳
で
、墳
丘
全
長
約
220ｍ

。
馬
見
古
墳
群
中
最
大
の
規
模
を
誇
り
、古
墳
時

代
中
期
初
頭
の
王
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
島
状
遺
構
か
ら
水
鳥
形
な
ど
多
様
な
埴
輪
、

勾
玉
な
ど
石
製
品
の
ほ
か
、斧
や
準
構
造
船
の

部
材
な
ど
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

❹
 三
吉
石
塚
古
墳

み
つ
よ
し
 い
し
づ
か

❸
 牧
野
古
墳

ば
く
 や

く
    ど

詳
しく
は
こ
ち
ら
か
ら

な
ら
い
の
は
か

お
し
さ
か
ひ
こ
ひ
と
お
お
え
の
お
う
じ

と
だ
て
ま
つ
り

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

王
寺
町
の
御
墳
印

河
合
町
の
御
墳
印

上
牧
町
の
御
墳
印

広
陵
町
の
御
墳
印

❽
 雪
丸
塚

達
磨
寺
に
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
雪
丸
は
聖
徳
太
子
の
愛
犬

で
、
今
も
本
堂
下
に
あ
る
達
磨
大
師

の
墓
の
北
東
に
葬
る
よ
う
遺
言
し
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
雪
丸
の
墓

と
さ
れ
る
の
が
達
磨
寺
1号
墳
で
、

か
つ
て
は
古
墳
の
石
室
の
前
に
雪
丸

像
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

❼
 明
神
山

西
安
寺
跡
（
舟
戸
神
社
）

標
高
273.6m

。
王
寺
町
の
西
端
に
あ
り
、
奈
良

盆
地
の
み
な
ら
ず
聖
徳
太
子
が
通
っ
た
筋
違
道

や
明
石
海
峡
大
橋
の
ほ
か
、
5つ
の
世
界
遺
産

を
見
渡
せ
る
絶
景
の
地
。
低
い
山
な
の
で
、
仲

間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

飛
鳥
時
代
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
の
遺
跡
で
す
。

塔
や
金
堂
、回
廊
の
遺
構
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
て
お
り
、今
の
舟
戸
神
社
に
お
寺
の
中

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。大
和
川

に
近
く
、交
通
の
要
地
に
つ
く
ら
れ
た
寺
院
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
す
。

主
郭
、地
蔵
横
看
板
に
あ
る「
再
現

ス
ポ
ッ
ト
」に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す

と
、C
G
で
再
現
さ
れ
た
か
つ
て
の

片
岡
城
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
！

ぜ
ひ
現
地
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

❻
 畠
田
古
墳

直
径
15メ

ー
ト
ル
、高
さ
4メ
ー
ト
ル
以
上
の
円

墳
で
、横
穴
式
石
室
を
も
っ
て
い
ま
す
。背
後
の

斜
面
を
カ
ッ
ト
し
て
墳
丘
を
か
た
ち
づ
く
り
、前
面

は
外
護
列
石
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。銅
芯
金
張
り

の
耳
環（
金
環
）が
出
土
し
、須
恵
器
な
ど
か
ら
7

世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。石
室
に
は
、中
世
の
人
々
が
祈
り
の
た
め
に

刻
ん
だ
と
思
わ
れ
る
神
像
が
あ
り
ま
す
。

10
 桜
峠

〈
万
葉
集
〉 　
あ
し
ひ
き
の

              山
の
間
照
ら
す
桜
花

              こ
の
春
雨
に
散
り
ゆ
か
む
か
も

    
桜
峠
は
、三
輪
か
ら
大
阪
に
至
る
古
く
か
ら
の

主
要
道
路
に
あ
る
峠
。江
戸
時
代
の『
大
和
志
』

に
は「
櫻
嶺
」と
記
さ
れ
て
お
り
、古
今
を
問
わ

ず
桜
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

❾
 廣
瀬
川
（
現
大
和
川
）

　
  ・ 川
合
浜

〈
万
葉
集
〉　
廣
瀬
川

　
　
　
　
　
 袖
つ
く
ば
か
り
浅
き
を
や

              心
深
め
て
わ
が
思
へ
る
ら
む

川
合
浜
は
古
代
よ
り
廣
瀬
川（
現
在
の
大
和

川
）と
多
く
の
川
が
交
わ
る
奈
良
盆
地
の
水
運

の
要
衝
で
し
た
。万
葉
の
時
代
に
も
、こ
の
場

所
で
人
の
往
来
の
中
様
々
な
ド
ラ
マ
が
起
こ
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

❶
 片
岡
城
跡

「
今
、
蘇
る
！
戦
国
時
代
の
片
岡
城
」

織
田
信
長
の
一
代
記
で
あ
る『
信
長
公

記
』に
登
場
す
る
戦
国
時
代
の
山
城
。 

馬
見
丘
陵
の
最
高
所
に
、地
元
の
豪
族

片
岡
国
春
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、松
永
久
秀
の
攻
略
に
よ
り
、 松

永
方
の
城
と
な
り
ま
す
。
天
正
5
年

（
1577）、松

永
久
秀
が
織
田
信
長
に
謀

反
を
起
し
た
こ
と
に
よ
り
、片
岡
城
で
は

織
田
方
の
明
智
光
秀
・
細
川
藤
孝
父

子
・
筒
井
順
慶
ら
有
力
武
将
と
松
永
方

と
の
戦
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
 。

県
指
定
史
跡
。

全
長
約
45ｍ

の
帆
立
貝
形
古
墳
。周
囲
に
馬
蹄

形
の
周
濠
と
外
堤
が
巡
り
ま
す
。後
円
部
に
は

円
筒
・
朝
顔
形
埴
輪
が
列
べ
ら
れ
、墳
頂
部
に

は
家
・
蓋
・
短
甲
形
埴
輪
も
立
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。古
墳
時
代
中
期
後
葉
の
築
造
。現
在
は
復

元
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
史
跡
。　

馬
見
丘
陵
の
奥
部
に
あ
る
直
径
48～

60m
の
大

型
円
墳
。墳
丘
は
三
段
築
成
で
、二
段
目
に
大
型

横
穴
式
石
室
が
開
口
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
後
期
後
葉
の
築
造
で
、舒
明
天
皇
の

父
で
あ
る
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
成
相
墓
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
史
跡
。

葛
下
川
流
域
を
見
下
ろ
す
大
阪
方
面
へ
の
眺
め

が
よ
い
丘
陵
上
の
 8 基

の
古
墳
群
 。古
墳
時
代

初
頭
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
築
か
れ
ま
し
た
 。 

最
古
の
 3 号

墳
副
葬
の
中
国
鏡
と
鉄
製
武
器
は
 

「
 奈
良
県
指
定
文
化
財
 」 。 飛

鳥
時
代
に
は
大
型

横
穴
式
石
室
を
も
つ
 2 号

墳
が
あ
り
 、 こ
の
地

域
の
有
力
王
家
に
か
か
わ
る
古
墳
と
考
え
ら
れ

ま
す
 。

❷
 上
牧
久
渡
古
墳
群

国
指
定
史
跡
。

5世
紀
後
半
築
造
の
三
段
築
造
の
前

方
後
円
墳
。墳
丘
全
長
は
197m

、同
時
期
で
は
奈
良
盆
地
最
大
級
の
古
墳
。

遺
物
は
円
筒
埴
輪
、朝
顔
型
埴
輪
、家

形
埴
輪
の
円
柱
部
分
に
小
型
の
盾
を

つ
け
た
も
の
、盾
形
埴
輪
、蓋
形
埴
輪
、

須
恵
器
模
倣
土
師
器
な
ど
。

合
わ
せ
て
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

❺
 巣
山
古
墳

王
寺
町
は
、明
治
23年（

1890）に
奈
良
県
初
の
鉄
道
と
な
る
王

寺
・
奈
良
間
が
開
通
し
、以
来
、鉄
道
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。王
寺
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、山
に
囲
ま
れ
た
奈
良
盆
地

を
最
も
出
入
り
し
や
す
い
大
和
川
が
流
れ
て
い
る
か
ら
で
、交
通

の
要
所
と
し
て
飛
鳥
時
代
に
は
片
岡
王
寺
や
西
安
寺
が
創
建
さ
れ

ま
し
た
。貴
重
な
文
化
財
が
多
く
あ
る
達
磨
寺
は
、聖
徳
太
子
が
達

磨
大
師
と
出
会
い
、助
け
、埋
葬
し
た
こ
と
を
由
緒
に
す
る
寺
院
で
、

低
い
山
な
が
ら
360度

の
絶
景
が
楽
し
め
る
明
神
山
か
ら
は
、5つ

の
世
界
遺
産
が
見
渡
せ
ま
す
。

上
牧
町
は
、
馬
見
丘
陵
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る
丘
の
町
で
す
。
古
代

に
は
宮
廷
の
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
の
ど
か
な

情
景
が
広
が
る
一
方
で
、
中
世
に
は
織
田
信
長
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し

た
松
永
久
秀
の
片
岡
城
を
攻
め
る
た
め
、
明
智
光
秀
や
筒
井
順
慶
ら
が

戦
国
絵
巻
を
繰
り
広
げ
た
と
さ
れ
る
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
丘
陵
地
帯
を
生
か
し
た
田
園
風
景

が
広
が
り
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
四
季
の
彩
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
自
然
の
豊
か
さ
と
、
大
規
模
商
業
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
充
実
し

た
都
市
機
能
を
兼
ね
備
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
 。

河
合
町
の
歴
史
は
古
く
、
約
15000年

前
の
旧
石
器
時
代
に

人
々
の
生
活
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
縄
文
時
代
以
降
各
時
代

の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
和
川
水
運
の
要
衝
と
し

て
栄
え
、
明
治
以
降
に
は
、
果
樹
栽
培
と
そ
の
商
品
化
や

灌
漑
水
路
網
の
実
現
な
ど
、
進
ん
だ
農
業
が
営
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
歴
史
遺
産
と
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
の
中

で
、
大
都
市
圏
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
住
宅
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
ま
す
。

河
合
町
で
は
全
部
で
20種

類
の
御
墳
印
が
あ
り
ま
す
。

広
陵
町
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
始
め
、
古
墳
時
代

に
は
西
部
丘
陵
地
帯
に
馬
見
古
墳
群
が
造
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
も

百
済
寺
、
与
楽
寺
、
大
福
寺
、
南
郷
環
濠
集
落
、
箸
尾
城
な
ど
各

時
代
の
文
化
財
が
多
く
あ
り
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
指
定
文
化
財
の
立
山
祭
や
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い

る
戸
閉
祭
を
は
じ
め
と
す
る
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
に

根
ざ
し
た
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
優
れ
た
居
住
環
境
、
大
都
市
に
近
接
す

る
立
地
条
件
等
を
活
か
し
、
町
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
の
推
進
、

企
業
・
商
業
施
設
の
誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
牧
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

王
寺
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

広
陵
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

河
合
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

新
山
古
墳

陵
墓
参
考
地
。

全
長
約
1
2
6
ｍ
の
前
方
後
方
墳
。
明
治
1
8
年

(1885)に
後
方
部
中
央
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
玉

類
、石
製
腕
飾
類
、石
製
模
造
品
、金
銅
製
帯
金

具
、鏡
34面

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。古
墳
時
代
前

期
中
葉
の
築
造
で
、馬
見
古
墳
群
で
最
初
に
造
ら

れ
た
大
型
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

や
っ
て
み
よ
う
！

11
 大
塚
山
古
墳

お
お
つ
か
や
ま

国
指
定
史
跡
。

5世
紀
初
頭
の
築
造
と
さ
れ
る
全
長

105m
 の
前
方
後
円
墳
。東
側
半
分
を

葺
石
と
埴
輪
の
当
時
の
姿
に
復
元
し

て
お
り
、西
側
半
分
の
現
在
の
姿
と
を

古
墳
頂
上
か
ら
同
時
に
見
比
べ
ら
れ

る
全
国
で
も
珍
し
い
古
墳
。

12
 ナ
ガ
レ
山
古
墳

国
特
別
史
跡
。

馬
見
丘
陵
の
中
央
部
に
位
置
す
る
北
向
き
の

大
型
前
方
後
円
墳
で
、墳
丘
全
長
約
220ｍ

。
馬
見
古
墳
群
中
最
大
の
規
模
を
誇
り
、古
墳
時

代
中
期
初
頭
の
王
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
島
状
遺
構
か
ら
水
鳥
形
な
ど
多
様
な
埴
輪
、

勾
玉
な
ど
石
製
品
の
ほ
か
、斧
や
準
構
造
船
の

部
材
な
ど
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

❹
 三
吉
石
塚
古
墳

み
つ
よ
し
 い
し
づ
か

❸
 牧
野
古
墳

ば
く
 や

く
    ど

詳
しく
は
こ
ち
ら
か
ら

な
ら
い
の
は
か

お
し
さ
か
ひ
こ
ひ
と
お
お
え
の
お
う
じ

と
だ
て
ま
つ
り

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

王
寺
町
の
御
墳
印

河
合
町
の
御
墳
印

上
牧
町
の
御
墳
印

広
陵
町
の
御
墳
印

❽
 雪
丸
塚

達
磨
寺
に
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
雪
丸
は
聖
徳
太
子
の
愛
犬

で
、
今
も
本
堂
下
に
あ
る
達
磨
大
師

の
墓
の
北
東
に
葬
る
よ
う
遺
言
し
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
雪
丸
の
墓

と
さ
れ
る
の
が
達
磨
寺
1号
墳
で
、

か
つ
て
は
古
墳
の
石
室
の
前
に
雪
丸

像
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

❼
 明
神
山

西
安
寺
跡
（
舟
戸
神
社
）

標
高
273.6m

。
王
寺
町
の
西
端
に
あ
り
、
奈
良

盆
地
の
み
な
ら
ず
聖
徳
太
子
が
通
っ
た
筋
違
道

や
明
石
海
峡
大
橋
の
ほ
か
、
5つ
の
世
界
遺
産

を
見
渡
せ
る
絶
景
の
地
。
低
い
山
な
の
で
、
仲

間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

飛
鳥
時
代
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
の
遺
跡
で
す
。

塔
や
金
堂
、回
廊
の
遺
構
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
て
お
り
、今
の
舟
戸
神
社
に
お
寺
の
中

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。大
和
川

に
近
く
、交
通
の
要
地
に
つ
く
ら
れ
た
寺
院
と
し

て
注
目
さ
れ
ま
す
。

主
郭
、地
蔵
横
看
板
に
あ
る「
再
現

ス
ポ
ッ
ト
」に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す

と
、C
G
で
再
現
さ
れ
た
か
つ
て
の

片
岡
城
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
！

ぜ
ひ
現
地
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

❻
 畠
田
古
墳

直
径
15メ

ー
ト
ル
、高
さ
4メ
ー
ト
ル
以
上
の
円

墳
で
、横
穴
式
石
室
を
も
っ
て
い
ま
す
。背
後
の

斜
面
を
カ
ッ
ト
し
て
墳
丘
を
か
た
ち
づ
く
り
、前
面

は
外
護
列
石
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。銅
芯
金
張
り

の
耳
環（
金
環
）が
出
土
し
、須
恵
器
な
ど
か
ら
7

世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。石
室
に
は
、中
世
の
人
々
が
祈
り
の
た
め
に

刻
ん
だ
と
思
わ
れ
る
神
像
が
あ
り
ま
す
。

10
 桜
峠

〈
万
葉
集
〉 　
あ
し
ひ
き
の

              山
の
間
照
ら
す
桜
花

              こ
の
春
雨
に
散
り
ゆ
か
む
か
も

    
桜
峠
は
、三
輪
か
ら
大
阪
に
至
る
古
く
か
ら
の

主
要
道
路
に
あ
る
峠
。江
戸
時
代
の『
大
和
志
』

に
は「
櫻
嶺
」と
記
さ
れ
て
お
り
、古
今
を
問
わ

ず
桜
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

❾
 廣
瀬
川
（
現
大
和
川
）

　
  ・ 川
合
浜

〈
万
葉
集
〉　
廣
瀬
川

　
　
　
　
　
 袖
つ
く
ば
か
り
浅
き
を
や

              心
深
め
て
わ
が
思
へ
る
ら
む

川
合
浜
は
古
代
よ
り
廣
瀬
川（
現
在
の
大
和

川
）と
多
く
の
川
が
交
わ
る
奈
良
盆
地
の
水
運

の
要
衝
で
し
た
。万
葉
の
時
代
に
も
、こ
の
場

所
で
人
の
往
来
の
中
様
々
な
ド
ラ
マ
が
起
こ
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

❶
 片
岡
城
跡

「
今
、
蘇
る
！
戦
国
時
代
の
片
岡
城
」

織
田
信
長
の
一
代
記
で
あ
る『
信
長
公

記
』に
登
場
す
る
戦
国
時
代
の
山
城
。 

馬
見
丘
陵
の
最
高
所
に
、地
元
の
豪
族

片
岡
国
春
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、松
永
久
秀
の
攻
略
に
よ
り
、 松

永
方
の
城
と
な
り
ま
す
。
天
正
5
年

（
1577）、松

永
久
秀
が
織
田
信
長
に
謀

反
を
起
し
た
こ
と
に
よ
り
、片
岡
城
で
は

織
田
方
の
明
智
光
秀
・
細
川
藤
孝
父

子
・
筒
井
順
慶
ら
有
力
武
将
と
松
永
方

と
の
戦
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
 。

県
指
定
史
跡
。

全
長
約
45ｍ

の
帆
立
貝
形
古
墳
。周
囲
に
馬
蹄

形
の
周
濠
と
外
堤
が
巡
り
ま
す
。後
円
部
に
は

円
筒
・
朝
顔
形
埴
輪
が
列
べ
ら
れ
、墳
頂
部
に

は
家
・
蓋
・
短
甲
形
埴
輪
も
立
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。古
墳
時
代
中
期
後
葉
の
築
造
。現
在
は
復

元
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
指
定
史
跡
。　

馬
見
丘
陵
の
奥
部
に
あ
る
直
径
48～

60m
の
大

型
円
墳
。墳
丘
は
三
段
築
成
で
、二
段
目
に
大
型

横
穴
式
石
室
が
開
口
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
後
期
後
葉
の
築
造
で
、舒
明
天
皇
の

父
で
あ
る
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
成
相
墓
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
史
跡
。

葛
下
川
流
域
を
見
下
ろ
す
大
阪
方
面
へ
の
眺
め

が
よ
い
丘
陵
上
の
 8 基

の
古
墳
群
 。古
墳
時
代

初
頭
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
築
か
れ
ま
し
た
 。 

最
古
の
 3 号

墳
副
葬
の
中
国
鏡
と
鉄
製
武
器
は
 

「
 奈
良
県
指
定
文
化
財
 」 。 飛

鳥
時
代
に
は
大
型

横
穴
式
石
室
を
も
つ
 2 号

墳
が
あ
り
 、 こ
の
地

域
の
有
力
王
家
に
か
か
わ
る
古
墳
と
考
え
ら
れ

ま
す
 。

❷
 上
牧
久
渡
古
墳
群

国
指
定
史
跡
。

5世
紀
後
半
築
造
の
三
段
築
造
の
前

方
後
円
墳
。墳
丘
全
長
は
197m

、同
時
期
で
は
奈
良
盆
地
最
大
級
の
古
墳
。

遺
物
は
円
筒
埴
輪
、朝
顔
型
埴
輪
、家

形
埴
輪
の
円
柱
部
分
に
小
型
の
盾
を

つ
け
た
も
の
、盾
形
埴
輪
、蓋
形
埴
輪
、

須
恵
器
模
倣
土
師
器
な
ど
。

合
わ
せ
て
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

❺
 巣
山
古
墳

王
寺
町
は
、明
治
23年（

1890）に
奈
良
県
初
の
鉄
道
と
な
る
王

寺
・
奈
良
間
が
開
通
し
、以
来
、鉄
道
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。王
寺
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、山
に
囲
ま
れ
た
奈
良
盆
地

を
最
も
出
入
り
し
や
す
い
大
和
川
が
流
れ
て
い
る
か
ら
で
、交
通

の
要
所
と
し
て
飛
鳥
時
代
に
は
片
岡
王
寺
や
西
安
寺
が
創
建
さ
れ

ま
し
た
。貴
重
な
文
化
財
が
多
く
あ
る
達
磨
寺
は
、聖
徳
太
子
が
達

磨
大
師
と
出
会
い
、助
け
、埋
葬
し
た
こ
と
を
由
緒
に
す
る
寺
院
で
、

低
い
山
な
が
ら
360度

の
絶
景
が
楽
し
め
る
明
神
山
か
ら
は
、5つ

の
世
界
遺
産
が
見
渡
せ
ま
す
。

上
牧
町
は
、
馬
見
丘
陵
の
約
３
分
の
１
を
占
め
る
丘
の
町
で
す
。
古
代

に
は
宮
廷
の
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
の
ど
か
な

情
景
が
広
が
る
一
方
で
、
中
世
に
は
織
田
信
長
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し

た
松
永
久
秀
の
片
岡
城
を
攻
め
る
た
め
、
明
智
光
秀
や
筒
井
順
慶
ら
が

戦
国
絵
巻
を
繰
り
広
げ
た
と
さ
れ
る
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
丘
陵
地
帯
を
生
か
し
た
田
園
風
景

が
広
が
り
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
四
季
の
彩
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
自
然
の
豊
か
さ
と
、
大
規
模
商
業
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
充
実
し

た
都
市
機
能
を
兼
ね
備
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
 。

河
合
町
の
歴
史
は
古
く
、
約
15000年

前
の
旧
石
器
時
代
に

人
々
の
生
活
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
縄
文
時
代
以
降
各
時
代

の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
和
川
水
運
の
要
衝
と
し

て
栄
え
、
明
治
以
降
に
は
、
果
樹
栽
培
と
そ
の
商
品
化
や

灌
漑
水
路
網
の
実
現
な
ど
、
進
ん
だ
農
業
が
営
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
歴
史
遺
産
と
豊
か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
の
中

で
、
大
都
市
圏
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
住
宅
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
ま
す
。

河
合
町
で
は
全
部
で
20種

類
の
御
墳
印
が
あ
り
ま
す
。

広
陵
町
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
始
め
、
古
墳
時
代

に
は
西
部
丘
陵
地
帯
に
馬
見
古
墳
群
が
造
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
も

百
済
寺
、
与
楽
寺
、
大
福
寺
、
南
郷
環
濠
集
落
、
箸
尾
城
な
ど
各

時
代
の
文
化
財
が
多
く
あ
り
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
指
定
文
化
財
の
立
山
祭
や
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い

る
戸
閉
祭
を
は
じ
め
と
す
る
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
に

根
ざ
し
た
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
優
れ
た
居
住
環
境
、
大
都
市
に
近
接
す

る
立
地
条
件
等
を
活
か
し
、
町
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
の
推
進
、

企
業
・
商
業
施
設
の
誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
牧
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

王
寺
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

広
陵
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

河
合
町
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

新
山
古
墳

陵
墓
参
考
地
。

全
長
約
1
2
6
ｍ
の
前
方
後
方
墳
。
明
治
1
8
年

(1885)に
後
方
部
中
央
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
玉

類
、石
製
腕
飾
類
、石
製
模
造
品
、金
銅
製
帯
金

具
、鏡
34面

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。古
墳
時
代
前

期
中
葉
の
築
造
で
、馬
見
古
墳
群
で
最
初
に
造
ら

れ
た
大
型
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
わ
せ
て
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

や
っ
て
み
よ
う
！

11
 大
塚
山
古
墳

お
お
つ
か
や
ま

国
指
定
史
跡
。

5世
紀
初
頭
の
築
造
と
さ
れ
る
全
長

105m
 の
前
方
後
円
墳
。東
側
半
分
を

葺
石
と
埴
輪
の
当
時
の
姿
に
復
元
し

て
お
り
、西
側
半
分
の
現
在
の
姿
と
を

古
墳
頂
上
か
ら
同
時
に
見
比
べ
ら
れ

る
全
国
で
も
珍
し
い
古
墳
。

12
 ナ
ガ
レ
山
古
墳

国
特
別
史
跡
。

馬
見
丘
陵
の
中
央
部
に
位
置
す
る
北
向
き
の

大
型
前
方
後
円
墳
で
、墳
丘
全
長
約
220ｍ

。
馬
見
古
墳
群
中
最
大
の
規
模
を
誇
り
、古
墳
時

代
中
期
初
頭
の
王
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
島
状
遺
構
か
ら
水
鳥
形
な
ど
多
様
な
埴
輪
、

勾
玉
な
ど
石
製
品
の
ほ
か
、斧
や
準
構
造
船
の

部
材
な
ど
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

❹
 三
吉
石
塚
古
墳

み
つ
よ
し
 い
し
づ
か

❸
 牧
野
古
墳

ば
く
 や

く
    ど

詳
しく
は
こ
ち
ら
か
ら

な
ら
い
の
は
か

お
し
さ
か
ひ
こ
ひ
と
お
お
え
の
お
う
じ

と
だ
て
ま
つ
り
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新王寺駅

王寺駅

大輪田駅

畠田駅

美しヶ丘

王寺スカイヒルズ

ひかりタウン

西大和
ニュータウン

真美ケ丘
ニュータウン

みささぎ台
ニュータウン

志都美駅

香芝駅

近鉄下田駅

五位堂駅

JR五位堂駅

中和幹線

佐味田川駅

池部駅

御幸大橋

法隆寺IC

香芝IC

箸尾駅
但馬駅

黒田駅

王寺駅

三郷駅

王寺町役場

広陵町役場
広陵町文化財保存センター

広陵中央公民館

百済寺
三重塔
百済寺
三重塔

広陵町

王寺町

上牧町

河合町

田原本町

橿原市

三宅町

川西町

安堵町

大和高田市

香芝市

奈良県

大阪府

西和警察署

D51形
蒸気機関車
895号機

河合町役場
河合町中央公民館

上牧町役場

ラスパ西大和

上牧町文化センター
ペガサスホール

竹取公園

広陵町立図書館

馬見丘陵公園

馬見丘陵公園
北エリア

畠田公園

明神山駐車場
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おすすめコース

北葛城郡北葛城郡

大阪市大阪市

大阪府大阪府 奈良県奈良県

合わせて訪れてみてください！

合わせて訪れてみてください！

JR・近鉄王寺駅 → ❽雪丸塚(達磨寺1号墳)
→ 王寺町観光協会(御墳印❽ゲット) → JR・近鉄王寺駅 (約2km)
JR畠田駅 → ❼明神山 → ❻畠田古墳 → ❶片岡城跡 → 
JR畠田駅 (約9km)

近鉄池部駅 → 12ナガレ山古墳 → ❺巣山古墳 → ❹三吉
石塚古墳 → 広陵町立図書館(御墳印❹❺ゲット) → 河合町中
央公民館(御墳印12 ゲット) → 近鉄池部駅 (約8km)

1km

自転車も、電車に乗れる

令和5年4月22日土から通年運行
新王寺駅から西田原本駅までの各駅で自転車もその
まま電車に乗り入れできます! 

予約なし！輪行袋なし！追加料金なし！

※大輪田駅、佐味田川駅の
　ご利用はできません。

※車内の混雑具合等により、
　16台以下でもお断りする
　場合があります。

　近鉄田原本線

サイクルトレイン

おさんぽコース

 JR・近鉄王寺駅 → ❽雪丸塚(達磨寺1号墳) → ❶片岡城跡 → 
❷上牧久渡古墳群 → 上牧町文化センター(御墳印❶❷ゲット) 
→ ❸牧野古墳 →❺巣山古墳 → ❹三吉石塚古墳 → 広陵
町立図書館(御墳印❸❹❺ゲット)  → 12ナガレ山古墳 → 10桜
峠 → 11大塚山古墳 → ❾廣瀬川（現大和川）・川合浜 → 河合
町中央公民館(御墳印❾101112ゲット) → 近鉄池部駅(近鉄田原
本線 9時~15時サイクルトレイン運行中) → 近鉄新王寺駅 → 王寺町
観光協会(御墳印❽ゲット)(約19km 電車区間をのぞく)

サイクリングコース

西名阪自動車道香芝IC → 明神山駐車場 → (徒歩約2km) → 
❼明神山 → (徒歩約2km) → ❻畠田古墳 → (徒歩約0.8km) → 
明神山駐車場 → ❽雪丸塚(達磨寺1号墳) → 王寺町観光協会
(御墳印❻❼❽ゲット、近くの飲食店で昼食もおすすめ) →  竹取公園駐
車場 → (徒歩約0.2km) → ❺巣山古墳 → (徒歩約 0.5km) → 12ナガ
レ山古墳 → (徒歩約1.2km) → ❹三吉石塚古墳 → (徒歩約0.3km) 
→ 広陵町立図書館(御墳印❹❺ゲット) →  (徒歩約0.4km) → 竹取
公園駐車場 → 河合町中央公民館(御墳印12ゲット) → 西名阪
自動車道法隆寺IC (約22km 徒歩区間をのぞく)

ドライブ&おさんぽコース

西田原本・新王寺両駅を
９時台～15時台に発車する列車。
３両編成中、真ん中の車両。
１列車につき16台まで

御墳印
もらえます

御墳印
もらえます

御墳印
もらえます

御墳印
もらえます

御墳印
もらえます

御墳印
もらえます

御墳印
もらえます

御墳印100円/各1枚、オリジナル御墳印帖1,000円/1冊
・各施設では、その町内の御墳印のみ取り扱っています。 
・写真を撮ってから御墳印をもらうまでの期限はありません。
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